
他

川

円

八

五

九

回
然
し
乍
ら
右
の
対
政
府
関
係
に
含
ま
れ
て
い
る
預
金
部
収
支
中
、
郵
便
貯
金
等
純
民
間
関

係
資
金
と
見
倣
さ
れ
る
も
の
L
収
入
超
過

一
億
七
千
八
百
万
円
を
民
間
関
係
よ
り
差
引
書
政

府
関
係
に
加
え
る
と
共
に
、
対
民
間
関
係
に
含
ま
れ
て
い
る
貸
出
金
中
、
新
規
発
行
国
債
引

受
資
金
と
し
て
証
券
業
者
に
対
し
貸
出
せ
る
金
額
一
千
八
百
万
円
は
政
府
に
対
す
る
信
用
制

造
に
外
な
ら
な
い
故
、
之
を
民
間
関
係
よ
り
政
府
関
係
に
移
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

更
に
政
府
資
金
撒
布
額
中
、
農
林
中
央
金
庫
に
対
す
る
食
糧
買
入
代
金
前
渡
金
は
月
中
全

額
が
食
糧
買
入
に
使
用
せ
ら
れ
ず
一
部
は
民
間
資
金
と
し
て
利
用
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
未

使
用
高
た
る
農
林
中
央
金
庫
の
前
渡
金
勘
定
の
月
中
増
加
額
二
十
九
億
三
千
九
百
万
円
を
政

府
関
係
よ
り
控
除
し
民
間
関
係
に
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
く
て
対
政
府
関
係
に
基
〈
流
出
額
は
四
十
九
億
円
(
八
六
%
)
、
対
民
間
関
係
に
基
〈
流

山
川
額
は
八
億
円
(
一
四
銘
)
と
な
る
が
、
政
府
関
係
に
基
ぐ
流
出
額
が
前
月
に
引
続
き
圧
倒
的

に
多
い
の
は
政
府
資
金
撒
布
額
が
五
十
九
億
円
に
上
り
、
他
方
本
行
貸
出
が
三
十
億
円
減
少

し
た
と
と
に
困
る
。
(
黒
崎
)

其

昭
和
二
十
二
年
十
月
|
|
十
二
月

白
木
銀
行
勘
定
に
依
る
日
本
銀
行
券
膨
脹
原
因
分
析

一
、
十
月
中
の
日
本
銀
行
券
膨
脹
原
因
分
析

(1) 

十
月
中
に
於
け
る
日
本
銀
行
勘
定
の
増
減
を
見
る
に
次
の
通
り
で
あ
る
。
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単
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四
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一
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八
四
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九
、
六

O
二

六
、
五
六
四

一二
、O
三
八

二
六
四

五
六
二

日
本
銀
行
券
増
減
原
因
分
析

昭
和
二
十
二
年
十
月
l
十
=
月

川

何

ご

八

判

二
八
九

伸
一
六
二
八
九

間
右
に
よ
れ
ば
政
府
と
の
取
引
に
因
っ
て
流
出
し
た
日
本
銀
行
券
は
八
十
入
億
=
一
千
二
百
万

円
(
七
八

・
五
%
)
、
民
間
と
の
取
引
に
因
っ
て
流
出
し
た
そ
れ
は
-
一
十
四
億

一
千
六
百
万
円

其仮

他金

計

っ
こ

・
玉
%
)
と
な
る
。
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四
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四
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理
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(+) 

五
五
五

A
リ

刊
リ

金山也般
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金金山ω

間
然
し
乍
ら
お
の
対
政
府
関
係
に
含
ま
れ
て
い
る
預
A
W・郎
収
支
中
、
郵
便
貯
金
等
純
民
間
関

係
資
金
と
同
議
さ
れ
る
も
の
の
収
入
超
過
四
百
万
円
を
民
間
関
係
よ
り
差
引
含
政
，附
関
係
に

加
え
る
と
共
に
、
農
林
中
央
金
昨
に
於
け
る
食
罰
則
封
入
代
金
前
波
金
勘
定
の
月
中
断
引
加
額
は
、

民
間
資
合
一
と
見
倣
し
、
此
の
額
二
十
億
三
百
万
円
を
政
府
関
係
よ
り
控
除
し
、
民
間
関
係
に

加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
〈
て
対
政
府
関
係
に
恭
一〈
流
出
額
は
、
六
十
八
億
三
千
三
百

万
円
(
六
0
・
七
銘
〉
、
対
民
間
関
係
に
基
〈
も
の
は
、
四
十
四
億
一
千
五
百
万
円
(=一九

・

三
%
)
と
な
る
が
、
前
月
に
比
し
対
民
間
関
係
が
激
増
し
て
い
る
の
は
復
興
金
融
債
券
の
手

持
制
が
附
加
し
た
の
と
、
五
月
以
来
減
少
を
統
け
て
来
た
本
行
貸
出
が
本
月
に
入
り
十
八
億

円
の
地
加
を
見
せ
た
為
め
で
あ
る
。
(
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内
)

二
五
-
一

当

(負
座

預

他

預

}一
、
一
六
八

九
一
八

(+) (十)(十)

J毛其

一
九
O

ニ
、
十
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月
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日
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銀
行
券
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因
分
析

(1) 

十
一
月
中
に
於
け
る
日
本
銀
行
勘
定
の
哨
減
を
見
る
に
次
の
通
り
で
あ
る
。
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七
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川
一

O
、
九
一
五

間
右
に
よ
れ
ば
政
府
と
の
取
引
に
因
っ
て
抗
出
し
た
日
本
銀
行
券
は
六
十
凶
億

一
千
三
百
万

円
〈
六

一
・
二
%
)
、
民
間
と
の
取
引
に
因
っ
て
流
出
し
た
分
は
四
十
億
八
千
万
円
(
三
八

・

八
銘
)
に
な
る
。
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七
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四
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八

(+) 

，ヒ
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(ーけ

八
八

ω
然
し
乍
ら
右
の
対
政
府
関
係
に
含
ま
れ
て
い
る
預
金
部
収
支
中
、
郵
便
貯
金
等
純
民
間
関

係
資
金
と
見
倣
さ
れ
る
も
の
の
収
入
超
過
一
億
三
千
二
百
万
円
を
民
間
関
係
よ
り
控
除
し
政

府
関
係
に
加
え
る
。
更
に
農
林
中
央
金
庫
に
於
け
る
食
糧
買
入
代
金
前
説
金
勘
定
は
、
供
米

の
進
捗
に
伴
い
政
府
よ
り
の
前
渡
金
七
十
九
億
円
セ
超
え
る
支
払
を
見
た
為
め
月
中
十
九
億

七
千
三
百
万
円
を
減
少
し
た
が
、
之
を
政
府
資
金
の
立
替
払
と
見
倣
し
民
間
関
係
よ
り
政
府

関
係
に
移
す
。
か
〈
て
対
政
府
関
係
に
基
〈
流
出
傾
は
八
十
五
億
一
千
八
百
万
円
(
八

一・

二
%
)
、
対
民
間
関
係
に
基
く
も
の
は
十
九
億
七
千
五
百
万
円
(
一
八

・
八
銘
〉
と
な
る
が
、

対
政
府
関
係
が
再
び
増
加
し
て
い
る
の
は
政
・
肘
資
金
撒
布
超
過
額
が
八
十
二
億
円
に
上
っ
た

こ
と
と
、
日
本
銀
行
の
対
民
間
貸
出
月
中
増
加
の
大
部
分
が
農
林
中
央
金
庫
に
対
す
る
も
の

で
あ
っ
た
と
と
に
よ
る
。
(
倉
内
)

日
本
銀
行
券
増
減
原
閃
分
析

昭
和
二
十
二
年
十
月
1

十
二
月

三
、
十
二
月
中
の
日
本
錨
行
券
膨
脹
原
因
分
析

出

十

二
月
中
に
於
け
る
白
木
銀
行
勘
定
の
増
減
を
見
る
に
次
の
通
り
で
あ
る
。
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本
扱
行
券
は
玉
百
四
億
三
千
一
百
万

円
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上
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の
に
対
し
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民
間
と
の
取
引
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於
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却
っ
て
九
十
四
億
四
千
八
百
万
円
の
収
縮
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見
た
こ
と
L
な
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ω
然
し
乍
ら
右
の
対
政
府
側
係
に
含
ま
れ
て
い
お
預
金
部
の
収
支
中
、
郵
便
貯
金
等
純
民
間

闘
係
と
見
倣
さ
れ
る
収
支
を
見
る
に
、
地
方
公
共
同
休
に
対
す
る
貸
付
金
が
哨
加
し
た
為
め

三
億
一
百
万
円
の
支
払
超
過
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
之
を
政
府
側
係
か
ら
除
き
民
間
閥
係
に
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加
え
る
。
又
農
林
中
央
金
庫
に
於
け
る
食
糧
貿
入
代
金
前
渡
金
勘
定
は
月
中
三
十
二
億
一
百

万
円
を
増
加
し
て
い
る
が
、
之
は
民
間
資
金
と
し
て
利
用
せ
ら
れ
る
故
、
政
府
関
係
よ
り
民

間
関
係
に
移
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
〈
て
対
政
府
関
係
に
基
く
流
出
額
は
四
百
七
十
九
億
二

千
九
百
万
円
と
な
り
、
対
民
間
関
係
に
基
〈
収
縮
額
は
六
十
九
億
四
千
六
百
万
円
と
な
る
。

右
の
如
〈
政
府
関
係
に
基
〈
疏
出
額
が
月
中
日
本
銀
行
券
膨
脹
額
を
温
か
に
上
廻
っ
て
い

る
の
は
年
末
を
按
え
終
戦
処
理
費
、
職
員
給
与
費
、
食
粗
管
理
費
、
地
方
分
与
税
分
与
金
等

政
府
が
其
支
払
を
促
進
し
た
為
め
、
政
府
資
金
撒
布
超
過
矧
が
四
百
五
十
六
億
円
の
巨
額
に

述
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
他
方
民
間
関
係
に
於
て
却
っ
て
収
縮
を
示
し
て
い
る
の
は
巨

額
の
政
府
資
金
撒
布
と
複
興
金
融
金
陣
貸
出
に
潤
っ
た
市
中
金
融
機
関
が
木
行
よ
り
の
借
入

金
の
返
済
と
、
知
則
証
券
の
W
H
入
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
山
即
ち
本
行
貸
出
は
月
中

七
十
七
億
二
百
万
円
全
減
少
し
、
又
大
殿
省
、
食
稲
両
証
券
も
九
卜
一
一一
億
一
千
二
百
万
円
の

売
却
超
過
在
示
し
た
外
、
復
興
金
融
債
券
も
月
中
発
行
高
六
十
憾
円
中
木
行
引
受
は
ご
十
六

億
五
千
六
百
万
円
に
過
宮
な
か
っ
た
為
め
、
本
行
所
有
本
債
券
増
加
刊
は
三
十
二
位
三
百
万

円
と
最
近
に
な
い
少
制
に
止
ま
る
こ
と
を
得
た
。
前
対
政
府
関
係
の
負
般
棚
中
共
他
の
増
加

は
主
と
し
て
国
附
送
命
為
替
の
期
加
で
あ
り
、
文
対
民
間
関
係
の
資
沌
棚
中
其
仙
の
増
加
は

主
と
し
て
本
支
陪
勘
定
の
増
加
で
あ
る
。
(
黒
崎
〉

昭
和
二
十
ニ
年
一
月

l
!十
二
月

資
金
放
出
面
よ
り
見
た
る
日
本
銀
行
券
膨
脹
原
因
分
析

銀
行
券
発
行
高
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
程
度
並
に
速
度
の
布
力
な
る

一
指
棋
で
あ
る
と
い

う
理
由
か
ら
、
こ
れ
ま
で
銀
行
券
膨
版
原
因
の
分
析
を
日
本
銀
行
勘
定
に
依
拠
し
て
分
析
し
て

来
た
が
、
之
に
は
訓
査
時
報
第
一
号
「
日
本
銀
行
勘
定
に
依
る
日
本
飢
行
券
膨
版
原
因
分
析
」

【
(附
和
二
十
二
年
一
月
ー
一
一
月
)
】
の
「
は
し
が
会
」
に
も
述
べ
て
お
い
た
如
〈
大
き
な
欠
陥
が
あ

る。

即
ち
銀
行
券
は
主
に
財
政
資
金
の
撒
布
超
過
と
市
中
金
融
機
関
の
路
業
資
企
の
供
給
と
に

よ
っ
て
流
出
し
、
そ
の
一
怖
が
預
貯
金
と
な
っ
て
凶
附
し
、
悦
識
が
膨
服
組
と
な
っ
て
い
る

が
、
現
症
財
政
赤
字
資
金
は
市
中
金
融
機
関
の
諮
柏
資
金
に
よ
ら
ず
日
木
銀
行
の
悶
悦
引
受
又

は
政
，
附
貸
卜
一金
伽
昨
日
本
飢
行
の
信
用
創
出
に
依
存
し
て
い
る
為
、
日
本
銀
行
の
政
府
に
対
す
る


